
関
東
州
金
州
北
西
乃
至
北
方
の
島
塊
の
地
質

1
､
緒

冒

於

下

進

踊
菓
州
の
島
峡
の
中
､
薫
海
側
の
も
の
は
既
は
調
査
n
れ
tJ
､
其
の
地
質
は
明
は
在
っ
て
居
る
は
反
し
'
鋤
海
側

の
も
の
は
鳳
鴨
島
其
の
他
の
所
謂
五
島
を
除

い
て
は
地
質
撃
的
ほ
従
水
金
-
知
ら
れ
て
居
を

い
｡
筆
者
は
其
虞
の
地

質
の
開
明
が
有
意
義
を
る
べ

き
乙
と
お
皿
っ
て
昭
和
五
年
夏
季
其
の

一
部
の
踏
査
を
試
み
た
0
本
兼
は
其
の
結
果
の

拙
報
で
あ
る
｡
探
基
撒
品
に
踊
す
る
研
究
は
荷
は
不
充
分
の
鮎
が
あ
る
の
で
､
詳
し
-
は
改
め
て
発
表
す
る
積
み
で

あ
る
｡

乙
の
概
報
が
同
好
の
士
の
参
考
は
捌
か
で
も
資
す
る
朗
が
あ
れ
ば
車
革
で
あ
る
｡

調
査
し
･hN
島
は
東
､
閥
爾
鵬
蟻
島
､
鹿
島
､
沌
家
舵
手
(
以
上
大
観
衆
屯
骨
に
屈
す
る
)､
長
島
及
び
荒
縄
子

(老

虎
山
愈
)
で
あ
る
｡
以
下
基
等
の
各
に
就

S
Lt)し
順
次
記
述
す
る
が
､
其
の
前
は

.I
披
講
者
の
御
便
宜
の
鹿

め
は
､
筆

者
が
関
東
州
本
土
に
就

い
て
研
究
し
て
得
た
結
果
の
内
'
主
と
し
て
本
篇
ほ
踊
係
の
あ
る
も
の
の
大
要
を
記
す
こ
と

と
す
る
｡
詳
細
は
後
記
の
報
文
(
一
及
二
)
を
参
照
せ
ら
れ
た

い
.

捌
米
州
余

州
北
所
乃
至
北
方
の
鳥
供
の
地
邸

九



地

球

節
十
七
魯

節

一
統

一〇

闘
某
州
の
層
序

(
上
よ
-
下
へ
)

10
､
第
四
系
'

風
成
黄
土
､
滞
積
黄
土
､
風
成
仲
厨
､
河
成
砂
'
磯
'
粘
土
層
等
｡

-

不

整

合

-

9
､
前
石
次
第

手
枕
(石
炭

-
二
盈
象
).
四
〇
〇
米
｡

軌
'
粘
坂
岩
及
び
砂
岩
暦
､

一
〇
〇
米
t
L

e
p
id
od
en
d
r
on
等
を
含

む
｡

鮎
､
石
衣
岩
暦
二

一
〇
〇
来
､
F
u
su
ttn
ella
及
び
腕
足
類
化
石
を
含
む
.

91
p
帰
桃
状
砂
岩
を
仲
ふ
粘
叔
岩
層
､

一
〇
〇
米
｡

-

平

行

不

整

合
1

8
㌧
愛
川
舵
(
中
部
奥
陶
系
)p
二
二
C
1
三
五
〇
米

｡

黒
色
板
状
石
衣
岩
層
t
A
cti
n
o
c
e

ras
等
を
含
む
｡
小
林
撃
士
の
豆
房
総
(
文
献
三
)に
潜
る
｡

7
､
番
藤
山
統
(
下
部
奥
陶
系
)'
三
〇
〇
-
三
六
〇
来
｡
小
林
撃
士
の
滑
々
統
及
び
臥
龍
統
(
≡
)
に
此
す
べ
き
も

の

｡

7
.1､
チ
ャ
ー
ト
圃
塊
を
含
む
細
粒
結
晶
貿
白
雲
岩
暦
､

l
九
〇
1
二
三
〇
米
｡

も
､
幅
点
状
石
衣
岩
及
び
薄
板
状
石
衣
岩
暦
､
二
五
-
三
五
米
｡

S
.､
細
粒
結
晶
質
白
雲
岩
暦
､
七
〇
-
八
〇
米
｡

71
､
大
綱
令
石
衣
岩
層
'
四
-
七
光
｡

6
､
七
頂
山
統
(
上
'
中
部
塞
武
系
)
､
三
六
〇
-
四
〇
〇
米
｡



玩
､
菅
貴
色
板
状
石
衣
岩
層
(
粘
土
質
の
部
分
を
件
ふ
)'
三

〇
〇
-
三
五
〇
米
｡
此
の
上
部
か
ら

C
h
u
l

a
ng
i

a
ba
iia

等
が
出
る
.

6
.､
屈
桃
状
石
灰
岩
を
伴
ふ
衣
紋
色
粘
板
岩
暦
'
二

〇
-
七
五
米
.
化
石
は

A
cr
oth
ele
m
a
tthew
叫.

P
iy
ch
op
a
r
la
k

o
ch
ib
ei,
I)o
lich
o
m
etop
u
s
d
e
ozts
等｡

61
､

石
英
貿
砂
岩
暦
､

一
〇
1
一
五
米
｡

5
､
金
州
統
(
下
部
袈
武
系
)､
六
〇
〇
I
l
四
〇
〇
来
o

LaT閣
家
桜
階
､

一
八
〇
-
四
五
〇
米
｡
肝
泥
贋
頁
岩
及
び
含
雲
母
貰
岩
層
(
石
衣
岩
層
を
件
ふ
)
｡

化
石
は

P
tychop
aria
i
m
p
a
r

等
｡

LL5..
三
十
旦
隻
階
t

i.
O
-
五
〇
光
｡
チ
ョ
コ
レ
-
･1
色
粘
坂
岩
静
(
昂
桃
状
石
衣
岩
を
挟
む
)
0

R

e
d
li
c
h
i
a

chin
enSis
等
を
含

む
｡

払
､

商
山
階
.
三
五
〇
-
一
〇
〇
〇
米
､
石
英
砂
岩
及
び
粘
板
岩
暦
(
石
衣
岩
層
を
挟
む
)
0

4
､
関
東
統
(
震
且
系
即
ち
上
部
原
生
界
)
､
三
六
〇
〇
米
｡
石
衣
岩
､
白
雲
岩
凝
厨
｡

47
､
馬
家
屯
階
､
六
〇
-
二
〇
〇
米
'
薄
板
状
珪
質
石
衣
岩
層
｡

屯
'
十
三
里
毒
階
'
七
五
-

一
五
〇
米
､
渦
令
石
衣
岩
及
び
粘
板
岩
｡

S
｡'
督
城
子
階
､
三
七
〇
-
四
〇
〇
米
､
鼎
色
板
状
石
衣
岩
｡

丸
-
41
は
略
す
る
.

3
.
大
和
柑
山
統
(
震
且
系
)､
三
二
〇
〇
米
'
珪
岩
､
珪
貿
坂
岩
､
粘
板
岩
､
石
衣
質
板
岩
等
の
累
暦
｡

闘
米

州
愈

州
北
西
乃
至
北
方
の
偽
帆
の
地
封

〓

1
1



地

球

節
十
七
番

不
整
合
叉
は
平
行
不
整
合

2
'
片
麻
岩
系
｡

-

貫

入

接

嫡

-

1
'
響
水
寺
統
(
下
部
放
任
界
)
､
雲
母
片
岩
.
千
枚
岩
'
結
晶
質
石
衣
岩
の
累
暦
.

関
東
州
の
地
殻
運
動

3
よ
か
9
ほ
至
る
地
層
は
共
に
地
殻
運
動
を
蒙
っ
て
複
雑
な
構
造
を
し
て
居
る
｡
先
づ
上

部
保
雅
紀
(
又
は
中
部
自
重
紀
)
に
北
東
及
び
南
西
か
ら
憐
稀
を
受
け
て
､
走
向
北
北
西
乃
至
西
北
西
で
､
北
東
に
堰

倒
し
た
激
し
い
搾
油
を
な
し
た
｡
そ
れ
に
作
っ
て
南
西
か
ら
北
東
に
向
つ
ね
衝
上
運
動
が
起
っ
た
｡
澱
も
著
し
い
荷

上
は
金
州
む

通
る
79
の
で
あ
っ
て
､
聾
者
は
そ
れ
を
金
州
衛
上
と
名
づ
け
る
.
其
の
後
神
曲
軸
の
方
向
に
'
場
所
に

よ
っ
て
は
正
断
層
が
産
じ
'
次
で
南
北
の
魔
解
に
よ
っ
て
'
南
か
ら
北
へ
の
街
上
が
出
水
ね
｡
其
の
次
に
恐
ら
く
第

三
紀
中
共
に
著
し
い
断
層
運
動
が
左
の
順
序
で
行
は
れ
た
.

一
､
東
北
東
乃
至
来
所
(稀
に
北
北
東
に
偏
向
す
る
)断
簡
｡

二
､
支
弗
方
向
即
ち
北
北
楽
断
層
｡

三
､
朝
鮮
方
向
即
ち
北
北
西
(稀
に
北
北
東
に
-;
ら
)断
簡
｡

二､
蝿

蟻

島

(
R
f
a
十
ta
o
)

(

二
慧

千
芝

蒜

米
州
地
形
問
蝿
帳
砧
悪
…)

位
置
､
地
形

鴫
蟻
島
は
金
州
城
の
北
西
約
二
二
肝
の
海
上
に
あ
る
島
で
､
粟
'
酉
の
丙
嶋
蟻
島
よ
-
在
っ
て
屠



コ

毛
金
絹義
の養育空
.重曹
る義
王｣
圭
蝿鱒
駐
輪
.
(.欝
嘉
経
書
肴
汚

毒

纏
尊
重

王
寺

骨
灘
.

すj
こ
と
が
鎖
象
る

(
霊
曽
性
大
義
義
専
雷
義
雲

葦

か
毒

L嶋嶋轟 Ⅱ.JLJtⅠⅡ.叢義絶手
rV.糞A V,鷺虚子

粧
し
た
)｡

貞
義
托
絃
●
年

〓
i

g
z毒

し
電
離
膚

と
小
人
ザ
'
そ
れ
且
外
に
は
島
長
と
月
本
人
怠

棄
瀞
檎
殆
ど
を

rll■ ■t. L̀JJ

い
儀
で
あ
る
○

東
西
の
爾
島
は
典
-こ
撫

長
-
且
つ
中
央
帝
が
何
人

で
､
義
は
似
た
外
徽
A
J皐

_す
る
○
嶋
儀
轟
の
名
は
そ

れ
か
さ
亀
ウ
た
と
い
A
O

青
嶋
儀
鳥
(百
島
と
も
い
ふ

)は共
の
卒
有
形
も
嶋
Iと
撃

:曇
る
が
､
,｢
へ
J
の

阜
形
と
す
っ
た
方
が
よ

.-

遵
切
で
あ
る
う
｡
畿
層
↓
禽
真
k
鱒
曇
し
'
.糞
の

長
さ
約
三
･
五
粁
托
精
し

'
樽
は
1
人
O-

大

<

O兼
托

義

ぎ

覆

i

｡

其

の

甫
東
部
は
最
も
蟻
の
よ
い
琳
分
であ
っ

て'
六
<

○

兼

あ

る

｡

.

甫

真

嶋

▲

▲

牝
酉
托
進
む
こ
と
杓
7
77孟
○兼
で

'

鳥
の
嶋
狭
ま
っ
て
]
入
○
兼
と
な
4

'

そ
れ
よ
4
約

一
三
〇
O
兼
の
E
は漸
次
幅
と
嶋
L
V
P
玉
0
兼
托
義
し
1
夷

で
島
の
方
向
急
に
百
方
に
嶋
じ三

二
〇
〇
兼
托
て
鳥
は
義
き
る
｡
青
嶋
儀

■
霊
用
量
州
畿
打
方
董

象オ○▲嶋
○
_
貫

__二
●一■-

欝

撃 や 州 日 岬 * 癖 叫 や･■〔



血

球

妨
十
七
令

姉

一
班

蒜

1
凹

出
は
海
按
五
C
元

を
殆
ど
超
え
る
rJ
と
の
な

い
丘
陵
を
在
し
､
丘
稜
(
小
さ
い
山
稜
の
意
)

の
方
向
も
島
の
方
向
と
同

じ
く
北
西
に
延
び
る
傾
向
が
あ
る
0
敢
常
勤
は
五
六
二

ハ
米
で
'
南
東
部
は
あ
る
.
其
の
地
瓢
は
関
西
側
に
偏
か
､

北
東
側
は
綬
斜
面
を
な
す
.
酉
島
の
西
端
に
あ
る
令
山
は
之
に
衣
L
,高
距
(
室

T
o
米
)
h
F有
し
､
狗
立
の
丘
阜
む

な
し
p
本
島
と
の
間
は
長
さ
fI
四
〇
米
の
沙
洲
に
ょ
っ

て連
結
さ
れ
る
｡
遠
-
固
方
二
〇
粁
の
夏
家
河
手
海
岸
か
ら

令

山
を
望
め
ば
､
丁
放
胆
瑞
の
島
の
戒
に
見
え
る
｡

画
島
は
大
部
分

一
〇
-
三
〇
米
の
源
崖
で
固
ま
れ
'
清
の
磯
蔑
む
兄
覆

い
｡

｢
へ
｣
の
学
の
屈
曲
部
の
突
端
に
は
石

衣
岩
中
に
洞
門
が
穿
た
れ
て
屠
る
｡
前
記
五
六

･
六
弗
の
丘
の
南
側
及
び
令
山
の
北
東
側
に
は
渦
巻
石
衣
岩
の
上
は

海
面
よ
-
の
高
さ
七
-
入
来
の
波
蝕
再
が
見
ら
れ
る
｡
後
地
で
は
其
の
上
に
珪
岩
の
角
灘
が
乗
っ
て
屠
る
｡
叉
｢
へ
｣

の
車
突
鮎
西
方
の
大
藩
Iu
栴
す
る
'
黄
土
で
現
積

ruれ
ね
小
浜
の
出
口
に
は
現
海
南
よ
り

正
米
の
高
さ
ま
で
固
磯
が

あ
る
0
西
鵬
城
島
に
は
其
の
東
部
北
西
側
の
擬
岸
附
淀
に
約
三
〇
月
の
人
家
が
あ
ら
､
島
と
同
名
の
部
落
む
を
し
て

屠
る
｡
此
の
部
落
を
除

い
た
部
分
ほ
は
木
は
殆
ど
な
-
'
諸
所
は
戯
-
草
地
を
域
し
て
包
米
(玉
萄
黍
)畑
が
塾
さ
れ

て
屠
る
｡
島
民
の
生
業
は
大
部
分
漁
業
で
あ
る
｡

束
鴫
焼
鳥
(来
島
と
も

い
ふ
)

平
面
形
は
酉
島
の
そ
れ
と
金
-
趣
を
異
に
L
t
北
東
-
商
圏
に
伸
び
た
.
高
さ

一

五
〇
〇
米
の
､
囲
っ
た
蛸
に
似
て
屠
る
O
其
の
粥
に
常
る
所
は
後
山
と

い
っ
て
'
幅
五
五
〇
米
'
海
抜
五
四

｡
○
米

あ
る
｡
脚
に
普
る
部
分
は
帽
が
戯
-
､

一
二
〇
〇
米
に
達
し
'
酉
大
山
と
桐
す
る
丘
を
な
し
て
屠
る
｡
其
の
頂
に
あ

る
三
角
鮎
は
八
二
･
一
光
の
高
距
を
有
す
る
｡
本
島
の
質
部
の
源
岸
､
特
に
北
酉
側
に
は
狭
長
夜
砂
渚
が
あ
る
が
'

特
の
大
部
分
は
相
島
と
同
じ
-
海
崖
に
取
ら
閣
ま
れ
で
屠
る
O
梅
屋
の
高
岩
は
酉
島
の
そ
れ
よ
-
7P
低
-
､二

〇
米
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h
･超
え
る
こ
と
は
少

い
｡
西
大
山
の
西
方
及
び
招
ガ
に
於
で
舵
も
古

い

.

沌
蝕
面
と
‖
心
は
れ
る
7,-
の
は
西
火
川
の
二
t
鮎

の
北
〃

及

び
西

大
川
の
摘
北
側
に
卑
し
れ
る
｡
前
地
の
渥
･川
に
は
石
門
及
び
石
相
が

あ
る
(
折
三
間
)
｡

光
れ
蛸

iPの
鵜
洋
は
後
山
の
柄
麓
に

淋し
､

'
-.

liL
よ
-
LJ
る
O
也
米
畑
は
i?の
北
村=
mu
の
斜
面
に
脱
-
作
ら
れ
て
居

る
0地
質

一
般

紙
蛾
i
P
に
は
舶
来
統
よ
-
愛
川
柾
に
..;
‥る
地
榊
と
､

英
の

-1
部
に
肌
人
し
た
地
先
性
舶
いが
が
批
目
し
､
舶
来
州
木
上
と
の

問
ーこ
差
光
が
叫
柑
め
ら
it
な

い
.
仰

･iPLに
は
舶
来
枕
新
城
丁
階
の
上
部

よ
-
金

州
就
例
家
椎
階
曾
で
の
地
相
が
比
の
方
向
に
略
々
平
行
に
'

北
西
･･
捕
来
に
光
-
'
北
加
に
輔
倒
し
て
満
州
に
池
常
.rB
C
･七
C

皮
傾
斜
し
て
居
る
｡
桁
山
階
及
び
舶
来
統
十
三
盟
…幼
階
は
娩
韮
性
川か
妹
を
は
r
u

U
｡

来
鵬
蛸

島
に
判
れ
る
地
僻
は
七

頂
両
統
中
部
か
ら
愛
川
統
下
部
に
一日
盲

も
の
で
'
北
東
に
多
少
梼
倒
し
た
北
西
方
向
の
軸
を
k
=す
る
向
斜
府
h
t形
成

す
る
｡
東
伯
佃
･比
を
(
=
し
て
も
､
各
階
と
し
て
幡
倒
向
斜
肘
が
考

へ
ら
れ
る
｡
西
鳥
に
は
･i
P
の
方
向
は
平
行
在
荷
上

断
胎
が
あ
る
.
如
何
鵬
･i?
に
は
肘
北
-杓
'
北
北

火
'
北
北
仰
の
‥二
系
統
の
:-1
断
僻
が
走
る
.

来
州
鵬
i
P
の
何
れ
に
も
苅
ii
の
碓
桃
は
梯
め
て
少
-
'
班

鳥
の
邸
許
の
如
側
'
1-P
ち
絶
叫
の
柄
能
と
州
･iP
北
何
部

に
あ
る
火
溝
と
桁
す
る
小
堺
に
小
畑
桜
に
#
す
る
に
過
ぎ
な

い
｡
付
rJは
救
米
を
超
え
な

い
｡
非
の
他
'
丘
の
楢
川

蜘
火
州
企
州
北
川
乃
東
北
ガ
の
･2
桝
の
地
t
;

l
取

二
.化



人

～gtB

i,黄土;cm1-cm1,番穿山統(詳細は本文); C,七頂山耗; Y,闘家榛階;
S,三十里墜階; Nq,南山階建岩; Nsq,同階粘板岩一珪岩互犀･
Nsl,同粘板岩, Nl,同石衣岩; 班,馬家屯階; Sh,十三里亮階;kq,関東故珪岩;kl,同統石炭岩.
黒 く塗T)つぶした部分は塩基性脈岩O



部

組

国

荒

蕪

,ei･
軍
団
璽

ほ
極
め
て
小
規
模
の
輩
士
の
堆
積
を
見

る

rJ
と

が

あ

る
｡

西
島
五
六

Cln.,

;E
滞
昏
庸
雷

8
t
Tq

t:

六
米

の

丘

の

南
側

に
あ
る
既
述
の
渦
巻
石
衣

岩
上
の
波
蝕
両
に
は
第
六
閲
の
様
に
黄
土
が
あ
る
｡

脈
岩
は
練
淡
色
細
粒
の
斑
糊
岩
乃
至
輝
練
岩
質
の
も
の
で
あ
っ
て
､
屡
々
凪
化
し
て
褐
色
と
な
る
｡
其
の
大
部
分

は
酉
島
に
於
て
摘
山
階
の
粘
成
岩
-
珪
岩
宜
暦
及
び
粘
板
岩
､
稀
は
石
衣
岩
中
に
殆
ど
常
は
岩
床
状

(
酉
島
の
中
央

部
で
は
精
々
斜
に
暦
面
を
切
る
)
h
l,な
し
て
貫
入
す
る
｡
厚
さ
は
三
-

一
五
米
で
あ
る
が
､
稀
は

1
兼
に
下
る
｡
酉

島
｢
へ
｣
の
字
屈
曲
部
南
方
兼
側
の
源
岸
に
於
で
は
脈
岩
は
石
衣
岩
中
は
貫
入
L
t
後
者
HLJ捕
獲
し
て
居
る
｡
令
山
東

密
の
大
渦
巻
石
衣
岩
層
と
僚
城
子
階
澱
上
部
と
皿
は
れ
る
珪
岩
と
の
間
に
貫
入
し
た
も
の
(第
七
園
)
は
厚
当
二
一
〇
米

は
及
び
其
の
中
に
数
多
の
t理
岩
及
び
石
衣
岩
の
角
磯
を
含

む
｡
岩
床
の
形
状
は
必
ず
し
79
塊
則
正
し
-
衣
-
､
時
に

暦
を
斜
断
し
､
又
甚
だ
不
規
則
な
こ
と
が
あ
る
｡

脈
岩
は
又
岩
脈
の
形
を
と
る
rJ
と
79
あ
る
｡
西
島
五
六

二
ハ
米
の
丘
の
北
酉
の
海
崖
で
は
寓
山
階
の
粘
戒
岩
-

珪

岩
互
暦
中
に
､
東
西
に
幅

一
五
兼
の
岩
脈
を
欲
し
て
貫
入
す
る
｡
叉
部
落
の
南
方
海
岸
に
於
で
は
龍
三
廟
の
閣
約

一

二

〇
米
の
朗
に
北

一
五
度
東
の
方
向
に
幅
三
光
の
岩
脈
が
断
層
に
沿
っ
て
h
'入
し
て
居
る
｡

｢
へ
｣
の
字
屈
曲
部
三

脚
米
州
余
州
北
西
乃
至
北
方
の
政
審
の
地
鑑

三

t
七



第 六 間

IIltf雌峡J.'bヰ川i部56.6米丘縮17-の岬の紺伸i

地

班

節
十
七
番

io,黄土;NIB,軌l=馴lti枚i'1.J-石坂-kl,'一五暦;Nq,何階捷*rl'-;Sh,十三旦Li韻階
Th.街上.

第 七 閲
田嶋蛾J詩令山北恥の 岬の柳田

化魚

言 へ一等ヽ 一･--,一一･

9__ 耳 ｣ .O_,__｣_笹
gr.軌 M,I..(.3家屯階;Sh.?,十三里iE:謹階小泊懲石/妃il,'･;
She,剛津村L松岩;Sh:ち,同階大約鞍石衣ガ.i;D,撤去馴tkktIl.

節

一
班

)八

一
八

六
･
四
米
の
三
角
鮎
の
北
閣
海
崖
に
は
北
五
二
度
来
､

傾
斜
南
東
六
五
度
の
断
層
面
に
沿
っ
て
､
厚
望
二
二
･五

米
の
岩
脈
が
貫
入
し
て
屠
る
｡

層
序

(
〓
閲
束
統

之
は
鴫
蟻
島
は
放
け
る
最

古
の
地
暦
で
あ
っ
て
'
相
島
は
於

て其
の
中
の
薯
城

子
階
か
ら
馬
家
屯
階
に
亘
る
部
分
が
現
出
す
る
｡
今

山
の
歯
車
と
酉
の
突
端
と
に
箇
城
子
階
の
上
部
約

一

三
〇
米
の
部
分
が
蘇
れ
る
｡
岩
石
は
黒
色
厚
東
状
石

衣
岩
で
あ
っ
て
'
多
数
の
方
解
石
脈
に
貫
か
れ
る
｡

脊
山
の
最
高
鮎
南
方
は
於
で
は
擾
乱
の
た
め
層
群
は

不
明
で
あ
る
.
令
山
丘
陵
の
北
牛
に
は
石
衣
岩
は
を

-
.
衣
白
色
乃
至
白
色
'
稀
に
淡
褐
色
､
細
密
の
珪

岩
が
鐸
れ
る
｡
本
岩
は
大
和
荷
山
統
及
び
南
山
階
の

珪
岩
と
其
の
岩
男
む
輿
に
し
､
筆
者
は
未
だ
嘗
て
他

地
に
於
で
斯
る
79
の
を
見
た
rJ
と
が
な

い
｡
其
の
現

出
状
態
は
明
で
な

い
が
'
西
端
の
銀
色
石
衣
岩
と
の
L

間
に
は
北
北
東
の
断
簡
が
春
す
る
ら
し
-
'
走
向
北

北
西
と
怒
ら
.
又
角
磯
状
と
在
っ
た
も
の
も
あ
る
｡



恐
ら
-
此
の
珪
岩
層
は
黒
色
石
衣
岩
層
の
上
に
盤
令
状
は
倍
す
る
も
の
と
瓜
は
れ
る
｡
珪
岩
層
の
厚
さ
は
層
群
不
明

の
為
め
計
算
す
る
こ
と
が
出
来
を
い
が
､
約

一
〇
〇
米
以
内
で
あ
ら
う
｡

十
三
里
愈
階
の
渦
巻
石
衣
岩
は
脊
山
の
尭
方
に
一
ヶ
所
､
五
六

二
ハ
米
丘
の
南
側
に
二
ヶ
所
は
現
れ
､
常
は
岬
を

造
る
｡
三
地
の
中
前
地
に
於
で
教
も
よ
-
露
出
す
る
(
第
七
固
)
｡
大
渦
巻
石
衣
岩
は
淡
膏
次
色
で
あ
っ
て
'
第
七
園

で
示
す
港
で
は
紫
色
及
び
黄
色
の
粘
坂
岩
を
爽
む
が
'
他
地
で
は
之
を
敏
い
て
居
る
.
大
渦
巻
石
衣
岩
層
は
二
〇
米

以
上
の
厚
n
を
有
す
る
｡
其
の
上
の
小
渦
巻
石
衣
岩
暦
の
厚
n
は
二
｡
正
米
で
あ
る
｡
之
は
第
七
園
の
場
所
以
外
ほ

は
現
れ
覆

い
｡

其
の
上
の
馬
家
屯
階
は
約
七
正
光
以
上
の
骨
原
h
f有
し
､
闘
兼
州
本
土
と
同
様
に
､
淡
育
衣
色
帝
政
状
丑
貿
石
衣

岩
よ
-
成
る
か
.
叉
は
淡
紫
衣
色
(
或
は
淡
育
灰
色
)薄
庇
状
宜
男
石
衣
岩
基
井
(
○
エ
ハ1

1
･五
糎
)と
紫
色

(
或
は

黄
次
色
)
粘
板
岩
葉
片
(〇
二
二
糎
)
の
互
暦
し
た
も
の
か
ら
成
る
｡
本
岩
層
は
令
山
東
方
の
渦
巻
石
衣
岩
の
北
東
側

及
び
其
の
商
兼
と
空

ハ
ニ
ハ
兼
丘
の
南
西
側
海
岸
に
露
出
す
る
.
後
地
の
露
封
を
商
東
方
は
追
跡
し
て
衝
け
ば
漸
次

に
狭
-
夜
-
p
速
に
消
滅
し
て
終
ふ
｡
之
は
後
述
す
る
迫
-
､
術
上
断
層
は
基
-
も
の
で
あ
る
｡

(
〓
)金
州
統
甫
山
階

本
階
は
踊
末
続
と
衝
上
断
層
を
以
て
境
rb
れ
る
が
薦
め
に
､
其
の
下
限
は
不
明
で
あ
る
｡

又
上
の
三
十
旦
盤
階
と
の
按
鰯
も
衝
上
断
層
に
よ
っ
て
居
る
｡
従
っ
て
本
階
の
暦
序
は
鴫
蟻
島
に
於
で
は
完
金
は
知

る
TJ
と
が
国
衆
を
い
｡
本
階
は
酉
島
の
大
部
を
占
め
､
舟

山
を
除
-
島
の
塾
長
は
亘
っ
て
現
れ
る
.
現
れ
て
居
る
暦

の
厚
さ
は
約
二
五
〇
光
で
あ
る
.

本
階
は
大
部
分
'
練
炭
色
'
練
色
叉
は
育
線
色
片
状
粘
板
岩
と
珪
岩
と
の
薄

い
互
暦
よ
き
在
る
｡
時
に
は
一
-
二

組
氷
州
企
州
北
鞘
乃
至
北
方

の
島
唄
の
地
斑

完

一
九



地

球

節
十
七
怨

節

一
班

云

二

〇

糎
の
薄

い
瓦
圏
の
こ
と
も
あ
る
O
斯
ゝ
る
粘
板
岩
-
珪
岩
の
互
層
は
約
三
昔
あ
っ
て
'
英
等
の
間
に
は
約

一
〇
〇
米

の
粘
坂
岩
櫛
と
九
〇
米
の
石
衣
岩
静
と
が
あ
る
.
粘
板
岩
骨
は
島
は
現
れ
る
本
階
の
下
限
よ
-
約

一
七

〇
～
二
七
〇

米
の
間
に
あ
わ
､
石
衣
岩
層
は
本
島
の
中
央
部
を
斜
は
過
ぎ
る
｡
其
の
岩
質
は
黒
色
撤
密
で
あ
る
｡
五
六

二
ハ
光
点

第 八 岡
田的 蛾肘一指北 端 の錨好く

f_ . .?〇九
Sい 朋.'1一札枇ガ,ifL.J甜
断層,

の
西
側
に
あ
る
79
の
は
固
ま
み
之
は
屈
す
る
が
'
部
落
の
南
方
の
海
崖
は
出
る
79
の
79
之
で
あ

ら
う
｡
後
地
は
於
.tJ
は
第
入
間
に
示
す
撲
在
背
斜
構
造
が
見
ら
れ
る
｡
叉
島
の
北
関
都
大
酒
附

近
の
石
衣
岩
も
之
で
あ
ら
う
｡

斑
岩
-
粘
板
岩
互
厨
ト11
に
は
珪
岩
が
特
ほ
ぼ
-
在
っ
た
所
が
あ
る
｡
そ
れ
は
｢
へ
｣
の
宰
屈
曲

部
の
三
六

･
〇
米
丘
上
及
び
其
の
七

〇
〇
米
閣
方
の
丘
土
に
あ
る
.
後
地
で
は
珪
岩
の
中
に
禍

翫

蛾
躯
が
腫
服
し
て
居
る
が
.
其
の
産
状
は
踊
兼
州
本
土
に
見
る
も
の
と
余
熱
同
様
で
あ
る
｡
木

器

階
の
見
掛
上
の
警

部

には誓
三
｡
米
の
芸

票

あ
ら
､
差
別
的
侵
蝕
の
慧

誌

側
よ

も

ォ

人工
向
-

va
き
ん
出
て
'
特
異
を
地
形
を
皐
す
る
｡
珪
岩
1
鮎
戚
岩
の
互
暦
は
時
に
珪
岩
を
失
つ

tI.ZjI

て
'
殆
ど
粘
戒
岩
ば
か
ら
ほ
を
る
rJ
と
が
あ
る
｡
五
六

｡
六
兼
丘
南
東
側
に
見
ら
れ
る
｡

粘
板
岩
中
に
は
〇
･七
-
二
光
の
偏
桃
状
石
衣
岩
層
が
爽
荘
す
る
乙
と
が
あ
る
｡
五
六
･七
米
の
丘
の
南
光
側
海
岸

(
渦
巻
石
衣
岩
の
岬
の
東
方
)
ほ
は
貼
坂
岩
と
石
衣
岩
と
の
互
暦
が
露
出
す
る
.

前
報
文
中
(
二

一
五
貫
)
に
放
て
述
べ
た
様
は
'
臓
兼
州
本
土
で
は
宙
山
階
は

a
t
b
P

e
の
三
層
ほ
分
け
る

rJ
と
が
出
凍
る
｡
乱
と

C
は
主
と
し
て
鮎
放
岩
よ
-
在
-
､
b
暦
は
珪
岩
に
富
ん
で
居
る
｡
酉
島
に
現
れ
る
商
山
階

は
金
牌
と
し
て
珪
岩
に
富
み
､
b
静
に
鼎
骨
す
る
も
の
と
恩
は
れ
る
O
a
t
e
両
暦
に
此
す
べ

き
も
の
は
現
n..T.TL
覆

い



様
で
あ
る
｡
そ
れ
は
問
蝿
城
島
に
於
て
は
商
山
階
が
其
の
上
下
の
地
層
即
ち
舶
来
統
p
三
十
旦
壁
階
と
衛
上
断
層
に

ょ
っ
て
境
さ
れ
る
が
馬
め
と

榊
rJれ
る
｡

荷
は
酉
島
の
南
東
輔
の
南
光

二

五
〇
米
､
粟
島
の
南

一
二
五
〇
米
の
海
上
に
火
石

(拭
u
o
･sh
ih
)
と
栴
す
る

一

小
岩
礁
が
顕
れ
て
居
る
が
､
漁
夫
の
言
に
ょ
れ
ば
そ
れ
は
酉
島
の
と
同
じ
火
石
(珪
岩
の
乙
と
)
か
ら
出
凍
て
居
る
と

V.
ふ
0
従
っ
て
此
岩
礁
は
南
山
階
珪
岩
よ
り
在
る
と
考

へ
ぬ
ば
夜
ら
在

い
｡

(
≡
)
三
十
監
塗
階

本
階
は
酉
島
部
落
の
背
後
は
､
北
北
西
に
延
び
て
露
出
す
る
｡
主
と
し
て
標
式
的
の
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
色
乃
至
紫
色
片
状
の
粘
板
岩
よ
り
な
-
､
五
-

一
〇
兼
の
背
旗
色
石
次
岩
層
を

一-

二
暦
爽

む
｡
粘
板
岩
は

其
の
中
に

B
ed
tich
ia

ch
i,n
en
sl.S

の

Cran
id
iu
m

を
含
み
､
明
は
三
十
旦
鐘
階
に
屈
す
る
乙
と
堅
ホ
す
本
階
の

暦
厚
は
六
〇
1
七
〇
米
で
あ
る
｡

(
孤
)閤
薮
樺
階

本
階
は
酉
鵬
焼
鳥
部
落
地

完
W
に
出
る
｡
現
出
す
る
厚
さ
は
約

二

一
〇
米
で
あ
る
.
前
報
文
は

託
し
た
迫
み
､
閑
兼
州
本
土
に
於
で
は
木
階
は

一
八

〇
1
四
五

〇
米
の
暦
厚
を
有
す
る
が
故
に
'
本
島
は
現
れ
て
居

る
の
は
恐
ら
-

<l
部
に
過
ぎ
な

い
で
あ
ら
う
｡
本
島
の
79
の
は
本
土
の
Iu
追
っ
て
も
大
部
分
石
衣
岩

(
育
貴
色
､
苛

淡
色
.
淡
膏
炎
色
で
あ
っ
て
薄
板
状
)
圏
よ
-
夜
か
､
稀
に
紫
色
肝
泥
岩
を
東
萩
L
t
敢
下
部
は
於
で
昔
錬
衣
色
粘

板
岩
と
瓦
静
す
る
rJ
と
が
あ
る
.

(
五
)
七
頂
山
統

本
棟
は
来
島
の
南
西
部
に
露
出
す
る
が
､
そ
れ
は
其
の
･･上
部
約
三
三
〇
米
の
部
分
で
あ
る
O
岩

石
は
大
部
分
音
衣
色
p
淡
次
色
又
は
韻
淡
色
薄
叔
状
石
衣
岩
で
あ
る
｡
其
の
中
に
は
中
部
乃
至
上
部
塞
武
義
の
化
石

が
含
ま
れ
て
屠
る
｡
本
島
の
最
上
部
に
は
厚
r二

五
米
の
嬬
点
状
石
衣
岩
暦
が
あ
る
.
以
上
述
べ
た
地
層
は
す
べ
て

脚
光
州
鋸
川
北
:t川
乃
至
北
方
の
沌
駒
の
地
餌

三

二
i



地

球

節
十
七

懲

妨

]
雛

三

二
二

筆
者
が
嘗

て託
し
た
本
紙

C
暦
に
属
す
る
も
の
で
あ
っ
て
t

a
､
b
暦
は
嶋
蟻
島
に
現
れ
を
い
｡

(
大
)蕎
夢
山
統

之
は
来
場
蟻
島
に
於
で
向
斜
暦
を
な
し
'
其
の
露
出
置
域
は
島
の
大
部
分
を
占
め
る
｡
其
の
層

序
は
細
末
州
本
土
は
於
け
る
と
同
亜
で
あ
る
が
､
圏
厚
は
約
四
七
〇
兼
は
達
し
､
本
土
の
も
の
よ
-
79
厚
い
｡
a

(
地
質
図
の
cm
)
敢
下
部
の
大
渦
巻
石
悉

露

は
西
大
山
の
南
西
側
の
山
腹
に
長
-
露
出
す
る
O
厚
n
は
的
玉
来
で

_'7

あ
る
｡
馳

(
地
異
問
の
cm
)
管

崖

皇

冨

暦
は

二

〇
米
の
暦
厚
を
有
L
t
殆
ど
金
-
黒
衣
色
細
粒
結
晶
質
白
票

岩
よ
ゎ
在
る
｡
部
落
兼
方
の
海
岸
に
於
て
は
敏
光
の
薫
色
薄
板
状
石
奮

雷

が
爽
在
し
て
居
る
O
v
(
地
貿
間
の
C
)

焔
戯
状
石
衣
岩
層
は
厚
n
71孟

兼
あ
っ
て
､
西
大
山
及
び
後
山
の
政
商
貼
附
近
を
通
過
す
る
0
戚

(
地
異
問
の
cm
)

問
塊
を
含
む
結
晶
岩
白
雲
岩
層
は
三
二
〇
米
の
暦
厚
を
有
L
t
島
の
大
部
を
占
め
る
.｡
岩
男
は
育
衣
色
乃
至
扶
育
夜

色
､
細
粒
結
晶
質
で
あ
る
｡

(
七
)愛
川
統

之
は
粟
島
に
於
け
る
向
斜
軸
に
替
る
部
落
西
方
に
露
出
す
る
｡

岩
石
は
本
土
は
放
け
る
と
同
じ
-

黒
色
板
状
石
衣
岩
で
あ
っ
tJ､
方
解
石
膿
は
富
む
｡
調
査
を
急

い
だ
籍
は
､
遺
憾
乍
ら
化
石
は
健
児
L
を
か
っ
た
が
p

木
履
が
愛
川
続
は
威
す
べ
き
rJ
と
は
蕃
奔
出
舵
と
の
踊
係
及
び
岩
質
か
ら
見
て
明
白
で
あ
る
｡

地
質
構
造

地
質

一
般
で
迷
べ
た
通
わ
.
西
崎
蛸
島
を
形
成
す
る
地
層
は
樽
倒
圏
を
な
し
､
粟
島
の
地
層
は
晒
倒

ほ
近
い
向
斜
暦
を
な
す
｡
酉
島
に
於
で
は
観
光
統
上
部
よ
り
閣
家
梗
階
に
亘
る
地
層
は
北
二
〇
1
五
〇
度
西
に
淀
み

南
南
尚
乃
至
福
相
は
五
〇
-
八
〇
度
傾
斜
す
る
｡
走
向
は
時
に
北
五
五
度
西
成
は
五
度
と
怒
る
こ
と
が
あ
-
､
傾
斜

は
柿
に
四
〇
度
に
下
る
rJ
と
が
あ
る
.
文
部
落
北
部
の
閣
家
桜
階
は
兼
北
東
に
七
〇
-
八
〇
度
傾
斜
す
る
｡
荷
は
既

述
の
通
-
'
西
島
の
南
東
隅
に
は
明
は
背
斜
が
存
在
す
る
(
第
八
固
).
然
し
仝
鰭
と
し
て
見
れ
ば
､
そ
れ
は
輯
倒
暦



の
局
部
的
轡
曲
で
あ
る
と
考

へ
ね
ば
な
ら
な

い
｡

来
島
に
於
け
る
地
膚
の
方
位
を
調
べ
て
見
る
ほ
､
北
東
部
在
る
後
山
に
於
で
は
希
藤
山
舵
が
北

-i
五
-

四
〇
度
酉

に
走
-
.
西
南
街
に
約
六
〇
度
傾
斜
す
る
に
勤
し
.
西
大
山
方
面
は
於
で
は
走
向
北
四
〇
-
五
〇
度
酉
を

一
般
と
し

時
に
六
〇
-
七
〇
比
と
在
る
rJ
と
が
あ
る
｡
傾
斜
は
七
五
-
九
〇
皮
が
普
通
で
'
其
の
向
き
は
南
西
の
乙
と
も
'
北

兼
の
乙
と
も
あ
る
｡
即
ち
来
島
の
向
斜
犀
は
封
桐
状
の
も
の
で
夜
-
､
其
の
軸
面
は
蛤
直
よ
-
北
東
方
に
約

一
五
度

第 九̀ 固
戸別蝿蛾偽滴粧泊jllhJこ於ける街上錨頭 のスケッチ

樽
倒
し
て
居
る
ら
し
-
､
且
つ
向
斜
は
北
相
方
に
精
々
ピ
ッ
チ
し
て
居
る
｡

何
ほ
来

島
の
固
酉
練
の
源
崖
に
は
七
頂
山
統
石
衣
岩
健
が
激
し
-
摺
曲
し
て
露
れ
て
居
る
が

局
部
的
の
構
造
と
皿
は
れ
る
｡

斯
-
し
て
来
函
南
鵬
蟻
島
を
造
る
地
層
は
余
憤
と
し
て
碑
倒
向
斜
暦
を
な
し
､

1

部
に
小
規
模
な
摺
曲
を
作
っ
て
居
る
73
の
と
想
像
し
な
け
れ
ば
覆
ら
な

い
｡

酉
島
に
於
で
(
i
)南
山
階
と
摘
束
統
と
の
聞
及
び
(
二
)前
者
と
三
十
里
曝
階
と
の
.

間
が
何
れ
79
荷
上
按
胸
の
繭
係
に
あ
る
乙
と
は
既
は
暦
序
の
部
に
述
べ
た
｡

(

1
)
の

閥
係
は
第
九
閲
の
ス
ケ
ッ
チ
で
示
す
様
を
露
頭
で
大
燈
明
セ
あ
る
が
'
史
は
馬
家
屯

階
が
摘
東
に
向
ふ
ほ
従
っ
て
狭
-
衣
-
､
蓬
に
な
-
在
っ
て
終
ふ
乙
と

(
地
質
図
及

第
六
図
参
照
)
及
び
､
南
山
階
下
部
と
皿
は
れ
る
も
の
が
現
出
し
を
5,軍
資
か
ら
婁

沓
さ
れ
る

｡
(二
)
の
闘
係
も
露
頭
に
よ
-
明
瞭
で
あ
る
.
即
ち
部
落
よ
か
北
西
方
は

赴
-
道
路
傍
に
於
で
南
山
階
珪
岩
が
三
十
里
爆
階
の

R

edlichiaを
含
む
紫
色
粘
板

関
北
州
企
州
北
西
乃
至
北
方
の
島
幌
の
地
質

二:･,.)

二三



血

球

節

十

七

侭

節

一
姫

二
相

二
四

岩
上
に
乗
っ
て
居
る
の
が
観
察
ruれ
る
｡

前
記
の
特
例
向
斜
構
造
も
此
等
の
衛
上
も
共
は
商
西
方
よ
-,h
の
側
魔
に
よ
っ
て
鐘
じ
た
も
の
と
息
は
れ
る
｡

此
等
の
衝
上
は
闘
尭
州
本
土
に
於
け
る
南
山
術
上
の
延
長
と
推
定
rTJ河1
る
｡
別
の
報
文
(
二
)
附
問
に
示
し
カ
施
与

此
等
は
西
北
相
の
方
向
は
走
か
.
途
中
北
北
東
の
正
断
暦
は
よ
っ
て
喰
追
以
教
生
ず
る
も
の
ら
し

5'｡

閲
兼
州
本
土
は
於
け
る
と
同
じ
-
'
摺
曲
及
び
衛
上
の
蕉
成
筏
正
断
層
が
塵
じ
ね
｡
其
の
方
向
の
種
額
､
順
序
も

闘
兼
州
本
土
と
同
政
で
あ
る
｡
雄

一
は
西
北
西
方
向
の
も
の
(走
向
断
層
に
準
ず
べ
き
79
の
)が
生
じ
'
次
で
北
北
兼

敢
筏
は
北
北
西
断
層
が
出
水

た
｡

西

北

西

断

暦

は

固

唾

へ
｣の

学
屈
曲
部
を
迫
る
｡
其
の
露
缶
は
明
で
夜

5'が
'
地
質
図
は
明
な
独
身
､
岩
層
の
喰

違
以
か
ら
推
考
当
れ
る
｡
碕
ほ
｢
へ
｣
の
学
突
端
に
現
出
す
る
珪
岩
-
貼
叔
薯
互
暦
は
本
島
商
基
部
の
そ
れ
は
朝
常
す

る
も
の
と
息
は
れ
る
が
故
は
､
水
平
鼻
位
著
し
-
な

い
7P
の
Iu
す
れ
ば
､
禰
側
が
落
ち
た
と
考

へ
夜
け
れ
ば
怒
ら
を

い
｡
其
の
落
差
は
水
平
鍵
棟
を
考

へ
な
け
れ
ば
約
四
三
〇
米
で
あ
る
｡
此
の
断
静
は
兼
南
東
は
延
び
て
金
州
城
は
連

す
る
も
の
ら
し
い
(
二
附
園
蓉
無
)｡
北
北
東
の
断
厨
の

一
は
酉
島
の
南
東
隅
は
存
在
す
る
｡
此
の
場
合
ほ
は
南
側
の

岩
石
が
朝
違
す
る
ば
か
-1
で
在
-
､
既
に
託
し
た
迫
4
'
岩
脈
が
断
簡
に
治
っ
て
揖
凍
て
居
る
｡
此
の
断
層
は
兼
落

ち
で
あ
っ
て
､
水
平
軍
政
h
t無
税
す
れ
ば
､
落
差
は
約
三
〇
〇
米
で
あ
る
｡
脊
山
丘
陵
の
中
及
び
其
の
東
側
に
は
北

北
東
の
平
行
断
層
が
走
っ
て
屠
る
.

｢
へ
｣
の
字
突
端
及
び
兼
島
後
山
北
開
梅
毘
ほ
は
北
東
方
向
の
断
層
が
あ
る
が
'

何
れ
も
小
規
模
の
も
の
ら
し

い
｡
そ
れ
等
ほ
滑
っ
て
75,脈
岩
が
貫
入
し
て
居
る
.

北
北
西
方
向
の
断
簡
は
酉
島
商
東
端
に
露
出
す
る
(
第
入
間
)｡
東

側
落
ち
で
､
落
差
は
約
二
五
〇
米
僅
か
と
恩
は



才1

る

○

三
､
鹿

良
叫

(
L
u
･t
a
o
)

地
形
問
は
市
沓
山

位
置
､
地
形

此
島
は
大
塊
家
電
愈
番
穿
山
屯
に
属
し
､
蕃
奔
出
(
一
八

二
六
米
)
の
西
南
西
の
海
上
は
あ
っ
て

本
土
か
ら
の
敢
短
距
離
は
約
九
〇
〇
米
で
あ
る
｡
島
は
関
北
酉
は
延
び
た
紡
鱗
状
を
な
し
､
長
rb
一
五
C
O
米
､
幅

は
.i
O
O
C
氷
解
あ
る
｡
島
の
垂
向
瓢
(
.i
O
O
米
)
は
少
し
東
南
基
部
は
偏
在
L
t
そ
れ
を
中
心
と
し
て
､
島
の
大

部
を
な
す
丘
が
形
成
さ
れ
る
｡
本
島
の
此
の
主
要
部
と
五
〇
米
錫
の
鞍
部
を
境
と
し
て
p
島
の
閣
北
西
部
は
至

㌻

二
光
の
小
丘
が
あ
る
｡
.i
股
に
島
の
北
斜
面
は
綬
傾
斜
を
在
す
け
封
し
一yJ
､
南
斜
面
の
傾
斜
は
急
で
あ
る
｡
海
岸
は

殆
ど
金
-
五
-
二
〇
米
の
侮
蔑
を
覆
し
.
北
海
岸
中
央
部
の
人
家

(
本
島
に
は
此
魔
に
三
月
あ
る
史
で
あ
る
)
附
近

及
び
､
東
南
東
突
瑞
部
に
の
み
崖
下
に
鴬
が
あ
る
｡
崖
の
高
さ
は
最
高
瓢
の
南
方
に
於
で
敢
大
で
あ
っ
て
五
〇
米
は

連
す
る
こ
と
が
あ
る
｡
海
岸
線
は
甚
だ
箇
罫
で
あ
っ

て､
酉
北
西
部
の
七
二
二

1兆
丘
の
南
に
小
轡
人
が
あ
る
は
過

ぎ
な

い
0

地
質

脱
島
の
地
質
に
闘
し
て
は
筆
者
よ
-
も
先
に
､
昭
和
五
年
の
春
踏
査
さ
れ
た
溝
餓
地
質
調
査
所
坂
本
坤
嘩

士
か
ら
挽
備
知
識
を
得
て
居
た
の
で
好
都
合
で
あ
っ
た
｡
此
の
機
骨
に
於
で
同
氏
に
封
し
て
戚
謝
の
意
を
表
す
る
O

鹿
島
は
金
-
愛
川
統
よ
-
在
る
｡
本
島
は
於
で
は
愛
川
続
は
薫
色
板
状
石
衣
岩
層
と
雲
形
石
衣
岩
層
と
の

1
-
三
光

の
互
暦
で
あ
る
が
､
其
の

一
部
は
断
面
問
に
示
し
た
通
-
､
韻
色
戚
状
石
衣
岩
圏
と
育
衣
色
細
粒
結
晶
質
白
雲
岩
層
と

の
約
二
光
宛
の
互
暦
で
あ
っ
て
､
北
側
綬
斜
面
よ
ら
鞍
部
恕
経
て
商
西
海
岸
に
亘
っ
て
現
出
す
る
｡
部
落
酉
方
の
海

捌
米
州
余

川
北
gs17乃
至
北
方

の
払
帆
の
地
質

嘉

二
五



節

十

七
懇

飾

1
雛

責

二
六

崖
及
び
七
二
三

光
丘
の
苗
の
登

姥
に
其
の
好
露
出
が
あ
る
｡
黒
色
板
状
石
率
岩
及
び
雲
形
石
磐

石
は

A
ciin
ocer
a
s,

Stroma
t

op
ora
の
化
石
は
富
ん
で
屠
る
｡

愛
川
続
は
島
の
主
部
は
於
て
は
晴
々
水
準
に
近
-
､
緩

い
波
状
摺
曲
を
覆
し
て
居
る
様
で
あ
る
が
､
中
央
部
よ
み

西
北
西
は
於
で
は
北
北
兼
(稀
に
兼
北
米
)
は
走
-
'
酉
北
紺
に
約
二
〇
度
傾
斜
す
る
｡
其
の
中
､
鞍
部
附
近
及
び
酉

北
西
突
端
附
鑑
に
於
で
は
断
面
間
に
示
す
様
に
激
し
-
摺
曲
し
て
居
る
｡
圭

一
二

1米
丘
南
側
の
海
崖
の
大
露
頭
に

は
紺
は
横
臥
し
た
小
摺
曲
が
見
え
る
｡
(

第
十
二
間
)

0

第 十 固 脚 白地郎 il

1S,詔包板批石次 栄 一空き形石衣ir-J'一五暦
dl,烈色板状石次 ill'･一 日望:相互暦

第 十 一 国 政良師耶汀

--/_∴工:-I--_-
0 500

和紙は地質のと同 じ

妨 十 二 閲
勝島北四部72,2米丘南側の露琉

ls,:艶色板状石淡紫.'-;a,白雪射

脱
島
ま
わ
五
〇
〇
米

東
南
東
の
海
中
に
青
魚

純
と
栴
す
る
小
島
が
あ

る
｡
波
浪
が
高
か
つ
力

負
け
踏
査
は
出
凍
夜
か

つ
ね
が
､
遠
望
す
る
に

走
向
些

二
五
度
来
､
傾

斜
南
東

l
O
庇
の
愛
川

統
石
衣
岩
層
よ
む
在
る

様
で
あ
る
｡



四
p

箔

家

純

子

(Fan･chia･to･tzu)
地
形
樹
は
婚
教
山

位
置
'
地
形

此
の
島
は
前
記
の
鹿
島
の
南
東
約
四
粁
'
大
塊
家
屯
食
後
石
衣
寮
屯
後
石
衣
番
手
を
距
る
rJ
と
南

西
約
四
粁
の
梅
上
に
あ
る
小
島
で
あ
る
｡
其
の
輪
廓
は
長
蓮
を
西
北
西
に
向
け
た
矩
形
を
覆
し
'
最
適
及
び
禿
連
の

長
さ
各
々
六
六
〇
米
及
び
四
五
〇
米
あ
る
｡
本
島
は
海
抜
四
〇
米
を
僅
に
超
え
る
低

い
丘
陵
性
の
島
で
あ
っ
て
､
南

西
部
高
-
'
北
東
部
低
-
､
谷
は
大
勝
商
酉
よ
か
北
東
に
向
ふ
.
海
岸
は
北
東
隅
を
除

い
て
は
仝
-
五
-

一
五
米
の

梅
屋
む
な
し
'
崖
下
に
は
酒
が
春
粧
し
覆
い
｡
北
東
隅
に
は
東
北
東
に
尖
っ
た
砂
堺
が
あ
っ
て
'
其
の
基
部
に
人
家

が
三
月
憩
っ
て
居
る
.

地
質

本
島
は
北
西

(
些

二
五
-
五
〇
皮
相
)
に
定
む
'
商
材
に
傾
斜
(
酉
部
で
は
六
〇
-
七
〇
度
で
あ
る
が
､
其

の
他
の
部
分
で
は
四
〇
度
)
す
る
金
州
統
南
山
階
及
び
踊
光
洗
馬
家
屯
階
よ
-
な
る
｡
其
の
他
に
は
南
西
隅
の
岬
に

凪
化
し
た
頗
基
性
岩
が
あ
る
に
過
ぎ
を
い
.
そ
れ
は
方
向
北
二
五
度
兼
､
幅
三
光
の
小
岩
脈
を
な
し
て
南
山
階
珪
岩

第 十 三 岡
花家花子地異問

4
+

‖

L ⊥ーLJDb沸
Nsq,南Tll階粘板岩珪岩五
伊;NBl,岡階柿板某iJ･,I
Aq,碍永嶋階

第 十 四間
?irE家花子WrfET'問

L L ._LfP沸

開
放
州
余

州
北
酉
乃
至
北
方
の
抱
桝
の
地
兜

及
び
粘
板
岩
中
に
質
入
し
て
居
る
｡

馬
家
屯
階
は
島
の
北
東
部
及
び
北
西
隅
は
凝
連
す
る
｡

厚
さ
は
少
-
と
も
二
〇
〇
米
あ
る
｡
岩
石
は
他
地
の
も

の
と
同
じ
-
淡
育
次
色
乃
至
淡
紫
色
､
薄
板
状
珪
質
石

衣
潜
で
あ
っ
て
､
多
-
は
淡
純
色
又
は
淡
紫
色
の
粘
板

岩
の
韮
片
と
互
暦
す
る
｡
此
の
石
衣
岩
は
石
垣
に
位
は

志

二
七



地

球

節

十
七

怨

節
1

批

宍

二
八

れ
る
こ
と
が
あ
る
｡
掲
家
屯
階
は
問
ほ
島
の
南
東
淵
に
も
断
層
を
境
と
し
て
南
山
階
に
接
し
て
現
れ
る
｡
妃
は
島
の

捕
曲
紬
の
岬
に
は
前
記
の
岩
脈
露
頭
の
下
方
に
掲
家
屯
階
の
も
の
に
酷
似
し
た
珪
貿
石
悉

石
が
解
れ
て
屠
る
｡
其
の

附
泥
で
は
相
川
階
の
甘
栗
及
び
鮎
磐

石
に
封
す
る
闘
係
不
明
瞭
で
あ
る
が
'
恐
ら
-
両
者
の
間
は
断
層
(
西
北
閣
)が

走
る
も
の
ら
し

い
｡

本
高
の
大
部
分
む
占
め
る
南
山
階
は
三
七
〇
米
以
上
の
厚
さ
HLJ有
す
る
｡

一
般
に
下
部
は
練
色
粘
板
岩
で
､
本
島

に
配
れ
る
内
の
上
部
は
珪
岩
と
鮎
抜
岩
の
正
樹
で
あ
る
｡
時
に
珪
岩
が
厚
-
掌
る
rJ
と
が
あ
る
｡
南
部
の
海
岸
に
は

上
部
層
の
野
路
出
が
あ
る
｡

其
の

一
部
に
就
宅
の
観
察
は
よ
れ
ば
､
?
四
米
の
珪
岩
層
と
C
･七
-
二
光
の
粧
版
岩

層
と
が
互
暦
し
て
屠
る
｡
南
梅
岸
中
火
部
の
耳
岩
に
は
褐
班
鋸
が
膳
胎
し
て
居
る
0

本
鳥
を
構
成
す
る
此
等
の
地
層
は
上
靴
の
如
-
簡
軍
票

坤
科
構
造
を
な
し
て
屠
る
｡
断
層
は
上
述
の
迫
-
南
東
端

及
び
南
西
紬
に
あ
る
｡
南
東
=･Ti=
の
も
の
の
露
現
に
就
て
見
る
ほ
走
向
北
八
〇
度
兼
､
傾
斜
北
凶
〇
度
で
あ
る
｡
南
西

端
の
も
の
は
走
向
柑
北
西
で
あ
っ
て
'
南
東
輔
の
も
の
と
同

一
物
で
あ
ら
う

｡

落
差
は
二
七
〇
米
以
上
と
批
測
さ
れ

る
｡
本
島
の
北
西
部
に
は
岡
上
に
別
な
過
ち
北
四
〇
度
兼
の
断
簡
が
あ
る
｡
其
の
落
差
は
二
五

〇
米
以
上
あ
る
で
あ

,

b
う
○

斯
-
の
加
-
花
家
相
手
そ
の
も
の
の
地
質
構
造
は
此
陵
的
簡
畢
で
あ
る
が
'
本
島
と
封
岸
本
士
と
の
地
質
の
靭
係

数
検
討
す
る
に
'
附
近
の
構
造
は
決
し
て
筒
畢
で
は
な

い
｡
前
石
次
第
屯
方
面
の
複
雅
を
地
質
構
造
の
開
明
に
封
し

て
本
侍
の
知
識
が
頻
る
即
妙
-
な

い
の
で
あ
る
｡
対
岸
本
土
に
は
七
頂
山
続
以
上
の
地
層
が
現
れ
､
沌
家
舵
手
に
袷

で
は
掲
家
屯
階
と
南
山
階
と
が
沖
に
向
つ
て
正
規
の
傾
斜
を
し
て
居
る
と

い
ふ
轟
薯
は
本
島
と
封
岸
と
の
･間
に
断
層



が
ル
粧
し
'
本
土
側
が
i
?
側
に
勤
し
壬
弥
ち
て
居
る
rJ
と
た
噂

小
す
る
も
の
で
あ
る
｡
前
小
友
署
屯
〃
両
よ
り
金
州

〟
:-2
に
一日
‥
る
箔
渚
の
搬
容
に
ょ
れ
ば
詣
断
肘
は
摘
出
よ
-
北
淡
に
向
ふ
糾
し
と
常

へ
る
の
む

+4露

と
す
る
｡
即
ち
そ

れ
は
消
渚
の
金
州
術
=
:で
あ
っ
エ
氾
家
路
イ
髭

｡J
tQ
仙
術
は
Jt
の
衝
卜
部
の

1I
部
で

あ
る
わ
け
で
あ
る
レ

雪

長
島
(Chang･ta.)
及
び
荒
純
子

(Huang
･t
?

tzu)地
謡

是

..=
･｡

第 十 .:丘 I''Ll)1

避止III命誠子III々717より北JJ'lこLi･l'ム及び31i
LTEl･を党む｡

料
九
州
愈

州
北
西
乃
禿
北
方
の
･仏

掛
の
地
質

位
置
､
地
形

滋
･iP(
滋
･･3
√
と
も

い
ふ
)
は
溜
収
川
e=
老
付
火

丘
陵
の
北
西
の
突
端
的
憐
子
の
北
北
賢

二
J
J
米
の
泥
中
よ
り
始

ま
っ
て
北
北
仲
に
｢
.fO
0
3
水
の
川
延
び
た
狭
長
の
砧
で
あ
る
.

非
の
帖
は
∴
い
り

M
C/
0
兆
で
あ
っ
TJ
'
仙
北
北
村
部
で
は
放

火
と
な
-
託
り
C
水
に
漣
す
る
が
､
申
*
'
部

で

は
北

も
桃

-
t･<
つ

て

一
C
n

来

た
超

え
な

い
O
瓜
北
北
l内
部
に
於
で
･i?
は
州
側
し
て

西
北
岬
に

突
H
L
t
沙
洲
軒
1.
以
/
し

一
小
鳥
と
油
紙
す
る
3
校
渚
の

揃
西
に
は
渥
中
に
船
価
が
あ
-
'
こ

し

日
米
の
.州
楢
川
に
は
鞍
丁

目
と
桁
す
る
川
閲
六

日
米
の
小
･i?
が
あ
る
O
長
･i?は
仰
蛾
蛸
･iP

に
似
た
丘
陵
性
の
比
で
あ
っ
て
'
北
北
'州
部
の

蕪

局
外
は
.j
f二
･

･

lハ
米
､
南
南
火
の
【聖
=回
竹
は
四
円
･

七
米

の

:==
r

Jと
打

す

る
.
鮎

川川
は
殆
ど
食
-

1J
O
-
二
〇
九
の
渥
川
と
な

し
'
…圧
下
に
は
渥
蝕

二
九

二
九



第 十 六 圏 点J.At及3･IE柁引也Tnl'1･.盲l

第 十 七園 長]:b及3･.純 子断耶 J

苛

cW
C

証紙は地望il細のと
rl-･-1じ Foe l000も

地

球

に
ょ

っ
て
平

川
r
J在
っ
た
暗

礁
が

あ
る
｡

約

十
七
潜



先
種
子
は
長
島
南
東
部
と
老
虎
仙
骨
後
悔
屯
老
番
手
(
巧
虎
岨
)と
の
中
間
に
位
す
る
小
島
で
あ
っ
て
'
其
の
平
面

形
は
南
北
は
走
る
長

さ

四
五
〇
米
の
尭
岸
を
低
速
と
し
､
二
二
五
米
の
高
さ
を
有
す
る
二
等
蓮
三
角
形
あ
な
し
て
居

る
｡
最
高
鮎
は
兼
側
の
中
央
部
に
あ
っ
て
'
高
さ
は
三
五

二
二
光
で
あ
る
｡
海
岸
は
大
部
分
崖
を
な
す
が
'
南
東
紬

に
は
商
に
延
び
た
沙
堺
が
あ
る
｡

地
質

長
島
は
略
々
島
の
方
向
'
即
ち
北
二
五
-
四
C
)皮
相
に
走
り
P
南
西
に
四
〇
-
五
〇
度
傾
斜
す
る
甫
山
階

の
珪
岩
も
粘
板
岩
､
珪
岩
1
粘
板
岩
互
暦
､閣
家
松
階
石
衣
岩
､
含
雲
母
粘
叔
及
び
恐
ら
-
三
十
豊
壌
階
の
粘
板
岩
､

石
衣
岩
よ
り
在
っ
て
ゐ
る
｡

C･.

荒
鵜
子
は
走
向
北

一
〇
-
二
〇
鹿
西
'
傾
斜
酉
閥
酉
五
〇
-
六
〇
鹿
の
七
頂
山
階
及
び
輩
歩
両
統
基
底
た
る
大
網

怨
石
衣
岩
層
よ
-
形
成
さ
れ
る
｡

鞍
手
山
と
栴
す
る
小
島
に
は
行
か
在
か
つ
ね
が
'
遠
望
す
る
に
北
閥
は
走
-
商
樹
に
約
五
〇
度
傾
斜
す
る
石
衣
岩

静
よ
ら
在
る
棟
で
あ
る
O
そ
れ
は
恐
ら
-
七
頂
山
銃
は
屈
す
る
も
の
で
あ
ら
う
｡

長
島
の
大
部
分
を
構
成
す
る
南
山
階
は
上
限
よ
-
約
三
〇
〇
米
迄
の
部
分
で
あ
っ
て
.
白
色
珪
岩
層
'
珪
岩
-
粘

板
岩
互
暦
'次
純
色
粘
板
岩
暦
よ
り
在
る
｡
最
上
部
は
厚
ru約
三
五
米
の
黄
色
及
び
紫
赤
色
粘
板
岩
暦
で
あ
っ
て
.其

の
下
に
約

一
五
〇
米
の
珪
岩
-
粘
板
岩
互
骨
が
来
る
｡
此
野
中
の
珪
岩
骨
は
時
に
炉
-
な
る
rJ
と
が
あ
っ
て
'
五
三
･

六
米
丘
よ
-
陰
部
を
経
て
南
東
鼎
は
至
る
ま
で
丘
稜
を
作
る
｡
南
光
報
で
の
観
察
に
よ
れ
ば
､
珪
岩
-
貼
坂
岩
亙
暦

は
貼
叡
岩
層
五
L

rTlj
○
糎
､
珪
岩
健
二
-
凹
糎
の
割
合
で
交
互
す
る
79
の
で
､
粘
板
岩
圏
そ
の
も
の
は
粘
土
質
尭
片

と
珪
贋
薬
片
と
の
〇
二
二
-

1
粍
の
互
愚
ユ
-
な
る
｡
珪
岩
-
粘
板
岩
瓦
暦
の
下
に
は
二
〇
-
五
〇
米
の
友
純
色
鮎

捌
九
州
金
州
北
糾
乃
巽
北
分
の
偽
帆
の
地
餌

l

三

三
l



地

球

節

十

七
令

弟

1
舶

至

三
二

坂
岩
暦
が
存
在
す
る
｡
之
は
南
東
部
で
は
尖
城
し
て
居
る
棟
で
あ
る
｡
鑑
に
其
の
下
に
は
珪
岩
-
貼
坂
岩
瓦
暦
が
布

衣
す
る
ら
し

い
〇

三
十
漫
艶
階
と
;
･j
は
れ
る
も
の
は
北
西
部
は
現
れ
p
商
山
階
敢
上
部
の
粘
板
岩
層
を
蔽
ふ
三
〇
米
の
登
黒
色

(
梶

次
質
?
)
石
衣
岩
暦
と
其
の
上
の
二
〇
米
の
紫
色
粘
板
岩
暦
よ
-
な
る
｡
此
の
中
に
は
化
石
を
磯
風
し
夜
か
っ
た
が

岩
質
.
暦
序
よ
少
見
て
三
十
足
袋
階
は
替
る
べ

き
rJ
と
は
確
か
で
あ
ら
う
｡

間
家
捜
階
は
北
西
の
突
出
部
に
下
限
よ
旦
ニ
0
0
米
の
間
現
出
す
る
｡
他
地
は
於
け
る
と
同
様
に
育
灰
色
石
衣
岩

層
と
紫
衣
色
合
雲
母
粘
板
岩
暦
よ
か
在
る
｡
下
か
ら
約

一
〇
〇
米
の
暦
準
に

G
irv
a
ne
l

la

を
含
む
石
衣
岩
厨
が
あ

る
〇七

頂
川
続
は
荒
種
子
の
大
部
分
を
造
る
も
の
で
あ
っ
て
'
同
島
に
現
れ
て
居
る
の
は
上
限
よ
白
樫
至

1六

〇
米
の

圏
準
迄
で
あ
る
｡
殆
ど
金
-
黒
色
戒
状
石
衣
岩
層
よ
か
な
る
が
､
上
部
に
は
粘
土
層
の
葉
片
が
来
春
し
､
叉
時
に
圃

塊
状
を
覆
す
石
悉

石
､
或
は
鮒
状
石
磐

石
が
あ
る
rJ
と
が
観
る
.
上
限
よ
三

一
〇
米
の
厨
準
に
は
約
六
米
の
焔
点
状

石
灰
岩
暦
が
あ
る
｡
黒
色
石
衣
岩
中
に
は
上
部
及
び
中
部
塞
武
系
の
化
石
が
多

い
0

荒
相
子
の
筒
紬
に
帯
穿
山
統
基
底
の
大
渦
巻
石
磐

石
暦
が
約
六
兼
露
出
し
て
居
る
.
本
島
の
商
東
端
に
あ
る
砂
曙

の
基
部
に
は
七
頂
川
統
石
衣
岩
中
は
北
五
五
度
西
の
方
向
は

一
二
ハ
米
の
幅
を
以
て
貫
入
し
た
紫
韻
色
撤
密
の
脈
岩

が
あ
る
｡

長
島
及
び
荒
種
子
を
造
る
地
暦
は
上
記
の
如
-
軍
斜
状
を
な
す
が
､
荒
花
子
の
封
岸
を
る
FT虎

阻
に
は
前
石
次
第

手
続
が
現
れ
て
北
東
に
傾
斜
す
る
が
故
に
､
恐
ら
-
荒
種
子
と
:T虎

弧
と
の
間
に
は
校
地
に
近
-
海
底
に
向
斜
軸
が



布
す
る
も
の
と
推
定

ruれ
る
｡
又
鞍
手
山
を
作
る
7P
の
は
多
分
七
頂
-;
舵
で
あ
っ
て
､
走
向
よ
り
判
断
す
れ
ば
荒
紙

子
の
七
頂
山
続
と
反
穫
す
る
も
の
と
考

へ
ら
れ
る
｡
従
っ
て
鞍
手
山
の
酉
を
長
島
に
平
行
に
北
西
-
南
東
に
走
る
､

北
東
側
蕗
の
断
層
が
考

へ
ら
れ
る
｡
之
は
七
頂
山
部
落
､
千
島
子
を
迫
る
も
の
の
延
長
で
あ
る
O
荷
ほ
長
島
を
造
る

地
層
と
対
岸
な
る
王
家
灘
､
用
家
隈
子
方
面
の
地
層
と
の
閏
に
は
喰
達
が
あ
っ

て'
長
島
側
が
北
兼
に
ず
れ
て
居
る
｡

従
っ

て長
島
と
酉
明
子
と
の
間
に
も
断
層
(
恐
ら
-
東
北
東
)
が
走
る
.も
の
で
あ
ら
う
｡
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≡
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小
林
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摘
浦

北

僻

に
毅
津

す

る

奥

陶
紀
暦
に
就
い

て
､
地
戯
喫

郁
能
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四
三
先
-

凹
三
八
雛

昭

和

四

-

五

dF
O

小
林

虫

l

北
支
那
及
び
浦
肝
の
奥
捌
紀
僚
(
同
氏
著
奥
陶
紐
解
七
串
)
､
山村
放
散
座
､
昭
利
六
年
｡

姫
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)

笹

倉

立

夫

序

ナ
ウ

マ
ン
が
日
本
金
島
を
南
北
の
爾
牛
に
分

つ
も
の
と
し
て
.

フ
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